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■ 会 長 報 告           山田 壽久君 

「エンジョイロータリー」 
２０１６～２０１

７新年度がスタート

いたしました。 
いよいよセンター

テーブルでの一年が

始まりました。本日

１１時３０分より、

第１回目の理事会が開催され、本年度の理事・役

員の皆さんに最初のご協議をいただきました。初

代会長の富澤会長がテーマとしました「エンジョ

イロータリー」を基本に、「ロータリーを楽しもう」

を本年のテーマとし、一年間活動をして参りたい

と思います。 
２６年目に会長という指名をいただき、改めて

２５年前の入会時の事が頭に浮かんで参ります。

当時はロータリーの奉仕の精神は、１．クラブ奉

仕 ２．職業奉仕 ３．社会奉仕 ４．国際奉仕

の４大奉仕でありました。その後２０１３年に青

少年奉仕が加わり、現在では５大奉仕となってい

ます。しかし、先般のセミナーでは、職業奉仕が

無くなるという説明がありました。時代の流れと

ともに、ロータリークラブも、その時代に合った

形に変わっていく事を感じおります。日本のロー

タリアンの会員数も、１９９６年をピークに、現

在ではおよそ６割の８７，３８０人と減少してい

ます。やはり今後のロータリークラブの主な活動

は、会員増強にあると感じております。現在、伴

野会員が６月いっぱいで退会され、４６名会員で

あります。本年純増２名を目標に、３名の会員増

強を目指して、理事・役員を中心に拡大活動を行

うつもりであります。会員の皆さまにもご協力を

お願い申し上げます。 

一年間、会員の皆さまに楽しんでいただけるプロ

グラムを用意計画しております。「ロータリーを楽

しもう」が実践できるものと思います。たくさん

の会員皆さまのご協力とご出席をお願い申し上げ

まして、最初のご挨拶とさせていただきます。 
 

■ 理 事 会 報 告         渡邊 博文君 

・7・8月プログラムは承認されました。 

・納涼夜間例会について、8月 26 日（金）小杉苑

18：30 より開催されることが承認されました。 

・ＩＭ実行委員会の委員会構成が承認されました。 

・地区補助金事業について、承認されました。 

・ガバナー・ガバナー補佐公式訪問について、継

続審議となりました。 

・会員・夫人誕生日・結婚記念日プレゼントが承

認されました。 

・7 月の事務局の開局変更・休暇について承認さ

れました。 

 7 月 19 日（火）休暇 

 7 月 22 日（金）13：30 まで開局 

 【8 月事務局休暇のお知らせ】 

8 月 6 日（土）～15 日（月）予定 

 

■ 幹 事 報 告           渡邊 博文君 

・第 2720 地区 野田三郎ガバナーより 
熊本・大分地震 義援金のお礼が届いております。 

・藤枝商工会議所 会頭 小林正敏様より 
藤枝商工会議所創立 50 周年記念式典・パーテ 
ィーへのご臨席御礼がとどいております。 

・ＴＨＥロータリアンが届いております。 
・公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より 
ハイライトよねやまが届いております。 
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■ 出 席 報 告             藪﨑 茂君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

40／46 86.95％ 43／47 91.48％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○稲葉君 ○川口君 ○鈴木寿君 ○竹田君 

○多々良君 ○松浦君 

(２)メークアップ者  

富澤 静雄君（藤枝南） 朝比奈 潔君（藤枝南） 

早川 清人君（焼津南） 稲葉 俊英君（焼津南） 

■ スマイル B O X          平原 望君 

・いよいよセンターテーブルでの１番スタートし 
ます。みなさまのご協力をお願い申し上げます。 

山田 壽久君 
・今年１年頑張ります。皆様のご協力よろしくお 
願いいたします。       渡邊 博文君 

・①結婚記念日お祝いありがとうございました。

②本日で藤枝南ロータリークラブを卒業させて

頂きます。25 年間良い良い仲間の中にいさせて

頂きありがとうございました。伴野 正明君 
・梅雨の間に、真夏日があったり定まらない天候 
 が続いております。長い間、休会してしまい申 
し訳ありません。日々体調を戻すために、治療 
に専念しております。又、オーラをもらいに出 
席できるように頑張りたいと思います。よろし 
くお願い致します。     多々良 睦夫君 

・会員誕生・結婚記念のプレゼントありがとうご 
ざいました。         内藤 浩光君 

・妻（早苗）への誕生日プレゼントありがとうご 
 ざいました。女性の年齢をいうのはどうかな？ 
 還暦を迎えます。       次男 渡邊君 
・妻の誕生日プレゼントありがとうございます。 

小林 正敏君 
・誕生日プレゼントありがとうございます。 

朝比奈 潔君 
・誕生日プレゼントありがとうございます。毎年 
 度、最初にいただけて光栄です。  平原 望君 

スマイル累計額  ４８，０００円 

 

 

 

■ 幹 事 挨 拶                       

 

 

渡邊 博文幹事 

 

 

 

２０１６年４月に世界中のロータリー地区の代表

議員がシカゴに集まりロータリーの方針の見直し

を行いクラブ運営に大幅な柔軟性を認める決定を

しました。例会の頻度、場所、方法および会員の

種類に関する変更です。 
なぜ、変更が必要なのか？ 
一部の国や地域でロータリーが急速に成長してい

る一方で、会員数の減少や会員平均年齢の高齢化と

いった問題に直面している国や地域もあります。 
これまでに、１５年間、ロータリーでは、会員資格、

職業分類、クラブ運営に革新性を取り入れたプログ

ラムを実施してきました。これらの、試験結果や会

員からの報告によると例会方法、会員資格、クラブ

への参加方法などについてクラブが決定できる柔

軟性が多ければ多いほど、クラブに活気が生まれ、

成長する傾向があることがわかっています。 
今回の規定審議会の決定により、すべてのロータ

リークラブは、例会や出席、クラブの構造、会員

種類について、規定審議会が承認した新しいオプ

ションを取り入れてクラブ細則を修正することが

可能となりました。ただし、これらの変更を加え

ないことを選択するクラブは、従来と同じ方法を

とり続けることができます。 
・例会と曜日と時間を自由に決定する 
・必要に応じて例会を変更または中止する 
・奉仕プロジェクトまたは社交行事を例会とみなす 
・直接顔を合わせる例会、オンラインでの例会、

その両方を交互に行う例会、あるいは両方を同

時に用いる例会のいずれかを選ぶ 
・出席要件、または出席要件を満たさなかった会員 
の終結に関する方針を緩めるまたは、厳しくする 

クラブは、少なくとも月に２回、何らかの方法で例

会を行う限り、例会頻度を減らすことができます。 
今年度は、これらを、戦略計画委員会やクラブ協

議会などで議論を重ねて会員の皆様と協議を重ね

て次年度以降につなげていこうと思います。 
年間プログラムは、月に４回を基本に組みました。

金曜日以外の例会は１２月２２日（木）夜間例会

と３月２６日（日）の IM 主催を設定しました。

６月に会員旅行を３日（土）４日（日）にて行う

予定です。恒例のお花見例会は、日程の都合によ

り開催しません。地区補助金事業を初めて行いま

す。夏・春・冬・春の年四回です。一年間、皆様

のご協力宜しくお願いいたします。 
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■ Ｉ Ｍ 実 行 委 員                

 

 

実行委員長 

  佐野 芳正君 

 
 

年間計画の発表 

ＩＭは分区における最大の行事です。朝比奈ガ

バナ－補佐を輩出した当クラブは、ホストクラ

ブとしての役割を全力で担っていきましょう。 

ＩＭ実行委員会の部会は、クラブの各委員長に

お願いします。 

委員長にはご負担をかけますが、理事会との連

携からすると効率の良い運営ができるものと思

います。 

ＩＭの目的は、まず会員相互の親睦です。9 ク

ラブの皆様の親睦が進むようにホストクラブと

して、おもてなしの設営をしましょう。 

ＩＭのもう一つの目的は学ぶ機会です。7・8月

にかけてテ－マを絞り込みます。 

全 6回の実行委員会で充実したＩＭとなるようご

支援をお願いします。 

■ 地区補助金事業                 

 

 

 江﨑 直人君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月のお祝い 
おめでとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

7/8(金) 

第 1189 回
委員長活動方針  

7/15(金) 

第 1190 回
会員卓話 

青少年補助金

事業 7/17-18 

7/29(金) 

第 1191 回 
会員卓話  

8/5(金) 

第 1192 回

会員増強維持委

員会 担当 
理事会 

 

 

 

(担当／鈴木照君) 


